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大
麻
草
（
以
下
、
麻
と
す
る
）
に
は
、

雄
株
と
雌
株
が
存
在
す
る
。
イ
チ
ョ
ウ
や

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
よ
う
に
植
物
全
体
で
雌

雄
異
株
は
６
％
ほ
ど
し
か
な
い
と
言
わ
れ

て
い
る
。
草
丈
は
緯
度
や
品
種
に
よ
っ
て

異
な
る
が
１
～
４
ｍ
、
葉
は
掌
状
で
５
～

11
裂
と
必
ず
奇
数
に
な
る
。
多
く
は
雌
雄

異
株
で
あ
る
が
、
な
か
に
は
雄
雌
同
株
の

品
種
も
あ
る
。
雌
雄
異
株
の
場
合
、
雄
花

は
５
枚
の
萼
片
（
ガ
ク
ヘ
ン
）
と
５
個
の

雄
し
べ
を
も
ち
、
開
花
が
終
わ
る
と
雄
株

は
ま
も
な
く
枯
死
す
る
。
雌
花
は
枝
の
先

端
部
に
あ
り
、
花
弁
が
な
く
１
個
の
萼
と

２
本
の
柱
頭
を
持
ち
、
柱
頭
を
萼
の
外
に
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出
し
て
受
粉
し
て
種
子
を
つ
く
る
。

　

種
子
は
短
卵
形
で
、
灰
緑
色
ま
た
は
褐

色
の
紋
様
が
あ
る
。
１
粒
の
長
さ
４
～
５

㎜
、
幅
３
～
４
㎜
、
厚
さ
２
・
５
～
３
・

５
㎜
、種
子
１
ℓ
の
重
さ
は
５
６
０
ｇ
で
、

約
２
万
２
０
０
０
粒
に
相
当
す
る
。

　

麻
は
、
冷
帯
、
温
帯
、
熱
帯
と
幅
広
い

気
候
条
件
に
適
応
す
る
。
日
本
で
高
品
質

の
繊
維
を
収
穫
す
る
に
は
、
収
穫
時
期
の

７
月
下
旬
に
晴
天
が
続
き
、
背
丈
が
高
く

て
茎
が
折
れ
や
す
い
の
で
風
当
た
り
の
少

日
本
で
麻
農
業
を
は
じ
め
よ
う

聞
い
て
お
き
た
い

大
麻
草
の
正
し
い
知
識

本
連
載
で
は
、
大
麻
草
を
研
究
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
博
士
号
を
取
得
し
た
赤
星
栄

志
氏
が
、
科
学
的
な
視
点
で
こ
の
植
物
の
正
し
い
知
識
を
解
説
し
、
国
内
で
の

栽
培
、
関
連
産
業
の
可
能
性
を
伝
え
る
。
麻
農
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
あ
た
る
栽
培

方
法
が
今
回
の
テ
ー
マ
。
用
途
の
違
い
に
よ
っ
て
繊
維
用
と
種
子
用
と
播
種
条

件
、
収
穫
す
る
時
期
が
違
う
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

連　載

04
繊
維
用
と
種
子
用
の
栽
培
方
法
の
違
い

気
候
と
土
壌
条
件

A：開花した雄株

B：種子が成熟した雌株

1：雄花

2：雄花の花糸（雄しべ）

3：雄ずい

4：花粉

5：苞葉をもった雌花（柱頭 2本）

6：苞葉がない雌花（柱頭 2本）

7：子房を見せた雌花

8：苞葉をもった種子

9：苞葉がない種子（麻の実）

■図表１　雌雄異株である麻の植物図

10：種子（側面から見たもの）

11：種子（横断面）

12：種子（縦断面）

13：種子皮を剥いた種子
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日本で
麻農業をはじめよう 04 繊維用と種子用の栽培方法の違い

■図表３　栃木県の繊維用と種子用の麻の栽培時期等の違い

繊維用

種子用

とちぎしろ

30×6cm

55,000 株

90×30cm

点播（1kg）

精麻
60

種子
40

6.０～
6.5

N:10

P:15

K:　8

N:　5

P:　7

K:　5

-

-

堆肥 1,000kg の場合
左よりN：2.1,P:1.0,K:2.2 を
差し引く
苦土炭カルを 60kg 施用

堆肥 1,000kg の場合
左よりN：1.3,P:0.8,K:2.2 を
差し引く
苦土炭カルを 60kg 施用

品種名 栽培様式
作物様式 収量

kg/10a 適正 ph 基肥

施肥量 kg/10a

追肥
施用例栽培型

引用：栃木県農作物施肥基準平成１8年 1月

１
月
２
月
３
月
４
月
５
月
６
月
７
月
８
月
９
月
10
月
１１
月
12
月

■図表２　繊維用の栽培基準

東北（岩手）

関東（栃木）

中部（長野）

山陽（広島）

九州（熊本）

5月上旬

3月下旬

4月下旬

3月中旬

3月中旬

14.4

5.4 ～ 9.0

9 ～ 10.8

9.0

5.4

24×6

24 ～ 30×6

24×6

30×6

36×3

69444

138888 ～ 111111

69444

55555

92592

3000

1125

1125

750

1500

7.8

7.5

7.8

9.3

6

3.3

10.3

1.8

9.7

1.8

6.3

5.6

3.7

6.0

2.2

8 月上 - 中旬

7月中 - 下旬

8月上旬

7月下旬

7月下旬

播種期 10a 当たり
播種量（L）

栽植密度
（cm） 10a 当たり本数 堆肥（kg）

窒素（N） リン酸（P）

10a 当たり（kg）

カリ（K）
収穫時期地　域

引用：社団法人農林水産技術情報協会、昭和 57年度種苗特性分類調査報告書「あさ」
　注）播種量が多いのは生育期間中に間引きし密度を調整するためである

　

播
種
後
６
～
10
日
で
発
芽
し
、
種
子
や

発
芽
直
後
の
双
葉
は
小
鳥
が
好
ん
で
つ
い

ば
む
た
め
、
日
本
で
は
小
鳥
対
策
と
し
て

寒
冷
紗
と
い
う
網
を
畑
に
か
ぶ
せ
て
い
る

が
、
海
外
で
は
広
大
な
面
積
な
の
で
、
そ

の
よ
う
な
対
策
は
一
切
と
っ
て
い
な
い
。

間
引
き
は
発
芽
状
況
や
栽
培
の
目
的
に
よ

っ
て
異
な
る
が
、
高
品
質
の
繊
維
を
と
る

場
合
に
は
、
背
丈
が
６
～
７
㎝
の
と
き
に

密
植
し
た
箇
所
を
間
引
き
、
背
丈
15
～
16

㎝
に
な
っ
た
こ
ろ
に
生
育
不
良
や
伸
び
す

ぎ
の
も
の
を
、
株
間
９
㎝
に
な
る
よ
う
に

間
引
く
。 

風
や
虫
に
よ
る
被
害
茎
が
発

生
し
た
ら
、
そ
の
つ
ど
除
去
す
る
。
栃
木

県
の
場
合
は
、
間
引
き
時
に
カ
ツ
サ
ビ
と

い
う
小
型
の
中
耕
具
を
使
用
し
て
、
畦
間

の
土
を
反
転
さ
せ
な
が
ら
、
両
側
に
軽
く

土
寄
せ
し
、
除
草
を
兼
ね
て
実
施
し
て
い

る
。

 　

繊
維
用
の
麻
は
、
１
１
０
日
前
後
で
収

穫
と
な
る
。
写
真
１
の
よ
う
に
密
植
し
た

状
態
で
茎
が
上
へ
伸
び
て
お
り
、
上
側
の

み
に
枝
と
葉
が
あ
り
、
下
側
に
は
地
面
ま

で
枝
や
葉
が
生
長
過
程
で
す
べ
て
落
下
す

る
。
繊
維
用
の
麻
で
は
、
雄
株
か
雌
株
か

明
確
に
区
別
で
き
な
い
う
ち
に
収
穫
を
す

る
。

な
い
場
所
が
適
し
て
い
る
。
ま
た
、
痩
せ

た
土
地
か
ら
肥
沃
な
土
地
ま
で
ど
こ
で
で

も
栽
培
可
能
。
高
品
質
の
繊
維
の
生
産
を

目
的
と
す
る
場
合
は
、
排
水
の
よ
い
砂
礫

の
土
壌
の
土
地
が
適
し
て
い
る
。
粘
土
質

の
土
壌
で
は
排
水
が
不
良
で
、
生
育
が
振

わ
ず
、
砂
土
で
は
干
害
を
受
け
や
す
く
、

と
も
に
不
適
で
あ
る
。

　

播
種
時
期
は
地
方
に
よ
っ
て
多
少
の
差

が
あ
る
。
栃
木
県
で
は
３
月
下
旬
か
ら
４

月
上
旬
に
行
な
い
、
寒
い
地
方
で
は
４
月

下
旬
か
ら
５
月
上
旬
と
な
る
。
図
表
２
の

よ
う
に
時
期
が
異
な
る
が
、
日
本
全
国
で

基
準
と
な
る
目
安
は
、
ち
ょ
う
ど
山
桜
が

咲
い
た
後
が
良
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　

雌
雄
異
株
の
場
合
、
繊
維
を
と
る
目
的

で
は
か
な
り
の
密
植
栽
培
を
す
る
。
繊
維

を
と
る
た
め
に
は
、
条
播
で
畝
間
20
～
30

㎝
、
株
間
３
～
６
㎝
前
後
、
１
㎡
当
た
り

１
８
０
～
２
０
０
粒
（
10
ａ
当
た
り
４
・

５
㎏
）
を
播
種
す
る
。

 

一
方
で
、
種
子
を
と
る
た
め
に
は
、
条

播
で
畝
間
90
㎝
、
株
間
30
～
75
㎝
、
１
㎡

当
た
り
40
～
80
粒
（
10
ａ
当
た
り
１
～
２

㎏
）を
播
種
す
る
。
雌
雄
同
株
の
場
合
は
、

雌
雄
異
株
の
繊
維
を
と
る
目
的
と
同
じ
播

種
条
件
、
も
し
く
は
若
干
密
植
を
薄
く
し

て
の
栽
培
と
な
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
直

播
で
行
な
う
。

播
種

管
理

収
穫
時
期
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商品名：野州大麻（やしゅうおおぬさ）　

販売価格：45,000 円（税込）
　　寸法：幅 390 ×奥行 240 ×高さ 1000 ㎜（収納時）
　　材料：野州麻（幣）・野州麻紙（幣頂部）、野州檜（祓串・台座）

ヘンプマルシェ コーナー麻 市 場

　

一
方
、
種
子
用
の
麻
は
、
８
月
に
雄
株

が
開
花
し
、
雌
株
が
そ
の
花
粉
を
受
け
て

結
実
し
、
種
子
が
登
熟
す
る
ま
で
の
期
間

が
あ
る
た
め
、
収
穫
は
10
月
下
旬
ま
で
待

つ
こ
と
に
な
る
。
雄
株
と
雌
株
は
１
対
１

の
割
合
で
出
て
く
る
が
、
種
子
を
付
け
る

に
は
10
ａ
当
た
り
５
～
６
本
残
し
て
お
く

だ
け
で
十
分
な
の
で
、
雄
株
を
先
に
間
引

き
す
る
。
種
子
用
の
麻
は
、
生
長
す
る
と

茎
の
直
径
が
３
～
６
㎝
と
太
く
な
り
、
全

大麻（幣）で”おおぬさ”と読みます。昨今
の神社では、お祓いに白紙でつくられた大幣

を使われていますが、本来は、この大麻繊維からつく
られる大麻（幣）を使います。大麻（幣）は、神社へ
の企業から公の願い「奉納」に使われ、小麻は、個人
の神棚や「合格祈願」など、個人の願かけに使われます。

特　徴

製造元：野州麻紙工房
　　　　〒 328-0212　栃木県鹿沼市下永野 600-1
　　　　TEL：0289-84-8511　FAX：0289-84-8512
　　　　（注文は FAXでお願いします）

体
的
に
写
真
２
の
よ
う
に
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
状
に
横
枝
が
大
き
く
茂
り
、
そ
の
枝

先
に
花
穂
が
で
き
、
種
子
が
た
く
さ
ん
実

る
。
１
本
の
茎
か
ら
は
６
０
０
～
７
５
０

ｇ
の
種
子
が
採
れ
、
文
献
に
よ
る
と
10
ａ

当
た
り
70
㎏
（
品
種
や
栽
培
条
件
に
よ
っ

て
異
な
る
）
で
あ
る
。
海
外
の
種
子
用
に

開
発
さ
れ
た
収
量
の
良
い
品
種
で
は
１
５

０
㎏
を
超
え
る
。

写真１：繊維採取は密植栽培が基本写真２：種子採取は疎植栽培となる

商品名：野州小麻（こぬさ）

販売価格：7,000 円（税込）
　　寸法：幅 180 ×奥行 120 ×高さ 360 ㎜（収納時）
　　材料：野州麻（幣）・野州麻紙（幣頂部）、野州檜（祓串・台座）


